
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

冬至とは１年のうちで、昼間の時間が一番短くなる日のことです。  

大昔の日本では、この日から太陽がよみがえると考えて、豊作を祝うお

祭りが行われていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ぶたにくどんぶり 

かぼちゃのいとこに 

ゆずふうみじる 

牛乳 

 

 

「ん」のつく食べ物は「運ざかり」といわ

れ、縁起をかついだといわれています。 

なんきん（かぼちゃ）、れんこん、にんじ

ん、うんどん（うどん）、ぎんなん、きんか

ん、かんてんなどは、運を呼びこむ食べ物と

いわれています。 

 

 

 

冬至にはゆず湯に入る習慣があります。

「ゆず湯に入れば風邪をひかない」と言われ

ています。また、ゆずは実るのに長い年月が

かかることから、「長年の苦労が実りますよ

うに」という願いも込められています。 

 

 

 「ん」のつく食べもの  ゆず 

 
かぼちゃのいとこ煮って…？ 

 いとこ煮とは、かたいものをおいお

い（甥）いれて、めいめい（姪）たき

こんでいくことから、いとこ煮と 

名付けられたといわれています。 

 

 
冬至とはんたい

に、昼の時間が一番

長くなる日を「夏至」

といいます。 

冬至と夏至では、

５時間もちがうそう

ですよ。 


